
化学物質のリスク評価に係る企画検討会開催要綱

１ 趣旨・目的

職場における化学物質の取扱いによる労働者の健康障害の防止を図るため、2006年度

より、重篤な健康障害のおそれのある有害化学物質については、国がリスク評価を実施

している。

リスク評価の結果を踏まえて特別規則による規制等が行われることから、対象物質の

選定をはじめとするリスク評価の手続きが、規制の影響を受ける側である使用者、労働

者等事業場関係者の参加の下に行われる必要がある。

このため、学識者、使用者、労働組合等から成る検討会を開催し、リスク評価の基本

方針の検討、リスク評価対象物質の選定等を行うこととする。

２ 検討事項

（１）リスク評価の基本方針について

（２）リスク評価対象物質の選定について

（３）リスクコミュニケーションについて

（４）その他

３ 構成等

（１）本検討会は、別紙の参集者により構成するものとする。

（２）本検討会には座長を置き、座長は検討会の議事を整理する。

（３）本検討会には必要に応じ、別紙参集者以外の有識者の参集を依頼できるものとす

る。

（４）本検討会は、必要に応じ関係者からヒアリングを行うことができるものとする。

４ その他

（１）本検討会は、原則として公開するものとする。ただし、個別企業等に係る事案を取

り扱うときは非公開とする。

（２）本検討会の事務は、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課化学物質評価

室において行う。
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